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Konomi U, Tokashiki R, Masanobu K, Hiramatu H, Motohashi R, Sakurai E, Toyomura F, Nomoto T, Suzuki M: Management of thyroarytenoid muscle paralysis as a partial recurrent nerve paresis. The Voice Foundation’s 44TH Annual Symposium, H27.5.30

許斐氏元，小川恭生，大塚康司，萩原　晃，稲垣太郎，井谷茂人，斎藤　雄，鈴木　衞：めまい患者の愁訴、ライフスタイルと睡眠障害の関連について．日本睡眠学会第40回定期学術集会, H27.7.3

許斐氏元，小川恭生，大塚康司，稲垣太郎，永井賀子，井谷茂人，斎藤 雄，鈴木　衞：めまい症の重症度と睡眠障害の関連性について．第77回耳鼻咽喉科臨床学会総会, H27.6.25

許斐氏元，野本剛輝，渡嘉敷亮，平松宏之，本橋　玲，櫻井恵梨子，豊村文将，上田百合痙攣性発声障害例に対する甲状披裂筋切除術と術前後の音声変化について．第60回日本音声言語医学会総会, H27.10.15

許斐氏元，小川恭生，大塚康司，北村剛一，稲垣太郎，永井賀子，井谷茂人，斎藤　雄，鈴木　衞，塚原清彰：特発性良性発作性頭位めまい例における睡眠障害の関与について．第74回めまい平衡医学会総会, H27.11.26

(他に共同演者として62演題)

【研究会など】

許斐氏元，荒木　進，小川恭生，平松宏之，中村珠理：当初喉頭癌の肺転移と考えられたホジキンリンパ腫の一例．第14回東京医科大学医療連携耳鼻咽喉科カンファレンス, H18.4.20

許斐氏元，清水　顕，竹之内剛，清水重敬，金林秀則，吉田知之：頸部蜂窩織炎で発症した川崎病の一例.第38回多摩耳鼻咽喉科臨床研究会, H18.10.28

許斐氏元，清水　顕，金林秀則，清水重敬，竹之内剛，吉田知之：若年者における頭頸部悪性腫瘍症例の検討．日耳鼻東京都地方部会, H18.7.22

許斐氏元，清水　顕，本橋　玲，鈴木　衞：振動刺激によるラット耳石形態の変化．東京医科大学医学会総会, H18.6

許斐氏元，中村一博，清水　顕，清水重敬，竹之内剛，金林秀則，吉田知之：頭頸部癌に対するTS-1併用放射線治療の検討　phaseⅠ. 第5回頭頸部腫瘍フォーラム, H18.4.7

許斐氏元，湯川久美子，小川恭生，稲垣太郎，林　麻美，鈴木　衞：急性感音難聴を呈したＡＩＣＡ症候群疑いの一例．第17回東京医科大学医療連携耳鼻咽喉科カンファレンス, H19.10.25

許斐氏元，鈴木　衞，大塚康司，稲垣太郎，長谷川　剛，清水重敬，河口幸江，本橋　玲：耳毒性薬剤によるクプラの変化－半規管感覚上皮障害と比較して－．厚生労働省難治性疾患克服研究事業　前庭機能異常に関する調査研究班　平成20年度報告会, H21.2.7

許斐氏元，駒澤大吾，石川幸伸，相川　倫，西居倫子，柳有紀子，渡邊雄介：シンポジウム「音声外科と言語聴覚士との関わり」当科の音声外来診療システム－言語聴覚士との関わりについて－．第31回東日本音声外科研究会, H22.4.11

許斐氏元，鈴木　衞，近藤貴仁，大塚康司，稲垣太郎，清水重敬，小川恭生：膜迷路障害モデルにおける前庭器の変化―クプラと半規管神経活動電位の比較検討―．厚生労働省難治性疾患克服研究事業　前庭機能異常に関する調査研究班　平成22年度報告会, H23.1.22

許斐氏元，渡嘉敷亮二，平松宏之，本橋　玲，櫻井恵梨子，野本剛輝，豊村文将，服部祐介，庄司祐介，上田百合：痙攣性発声障害例に対する声帯内筋切除術と甲状軟骨形成術Ⅱ型の手術効果の傾向と問題点．第37回東日本音声外科研究会, H28.4.9

【大学着任後】

許斐氏元，駒澤大吾，鹿島一孝，渡邊雄介：パネルディスカッション【 Elite Vocal Performers(EVP)への対応 】音声検査および話声正常のElite Vocal Performers (EVP)声帯微小病変に対する喉頭微細手術の適応と効果について．第61回日本音声言語医学会総会, H28.11.4

許斐氏元，鈴木　衞，小川恭生，大塚康司，稲垣太郎，永井賀子，井谷茂人：自律神経失調症と診断しためまい症例の睡眠障害についての検討．第75回日本めまい平衡医学会総会, H28.10.27

許斐氏元，鹿島和孝，松谷亮一，渡邊雄介：喉頭枠組み手術後の気息性嗄声に対して再手術を行った片側声帯麻痺の一例．第29回日本喉頭科学会, H29.4.6

(他に共同演者として５演題)


